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平成20年３月期業績予想の修正について 

 

 平成19年７月23日付当社「平成20年３月期中間期並びに通期の業績予想の修正について」

にて発表いたしました平成20年３月期（平成19年４月１日～平成20年３月31日）の通期業績

予想を下記の通り修正いたします。 

 

記 

 

１．平成20年３月期通期（平成19年４月１日～平成20年３月31日）業績予想の修正 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

 

前 回 発 表 予 想 ( Ａ ) 

百万円

32,142

百万円

1,554

百万円

1,470

百万円 

843 

円 銭

74.96

今 回 発 表 予 想 ( Ｂ ) 32,266 1,800 1,724 1,024 91.04

増  減  額 ( Ｂ － Ａ ) 124 245 253 181 －

増    減    率 ( ％ ) 0.4 15.8 17.3 21.5 －

（参考） 

前期実績（平成19年３月期） 30,942 1,242 1,173

 

701 62.33

 

２．修正理由 

当事業年度において、当社は適正な買取価格及び販売価格の設定による利益率の改善、

並びに買取センターの新規出店及び移転・拡張による中古品の仕入強化に努めました。

特に中古品仕入については、地金相場高騰の影響等もあり、好調に推移しました。 

このため、中古品を中心に在庫内容を充実できたことにより、売上高は業績予想を若

干上回る結果となりました。また、利益面については、適正な価格設定及び新品に比較

し売上高総利益率が高い中古品の売上高構成比の上昇が売上高総利益率の改善につなが

っていることに加え、販売費及び一般管理費を当初の計画内に抑えられる見込みである

こと等から、営業利益、経常利益、当期純利益は業績予想を上回る結果が見込まれる状

況となりました。 

以上の結果、当事業年度の通期業績予想を上記の通り修正いたしました。 

 

以  上 


